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研 究報告

　　　　　　　　　　　　　　「学習する組織」実践の ため の コ ーポレー トユ ニ バ ー シテ ィ

　　　　　　　　　　　　ー
自律 的学習 を促すメ カ ニ ズ ム を構築 して い る 中小企業 の 事例

一
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要　　旨

　企 業 の 人材育 成 を 体系 化 し強 化 す る手 段 と して 「コーポレ
ー

トユ ニ バ
ー

シ テ ィ （CU ）」の 制度が、大企業を中心に普

及 して い る。この CU に よ り 「学習 す る組織」の 実践を目指す企業は数多い が、そ の 実現は容易で は な い 。特に、中小

企業は 投 入で き る 資源が 少な く、具体 的な 取 り組み は ほ とん どな い 。

　 しか し、ア
ール エ ス コ ン ポーネ ン ツ 株式 会 社 は、業 務活 動 全 般 を

”
学 び

”
と捉 え、社 員の 自律 的 学習 を促 す ユ ニ

ー
ク

な形 態 の CU を 立 ち 上 げ、費 用対 効果 の 高い方法で 「学習する企業文化」の 醸成に成功して い る。こ の事例は、他の 中

小企業 に適 用可 能な実践的示 唆に加えて 、「学習する組織」や OU 研究へ の 学問的示 唆も 含ん で い る。

Abstract

Corporate　university （CU ）has　been　widely 　accepted 　by　mainly 　large　corporations 　as 　thc　mechanism 　of 　systematized 　truining，

Many 　1arge　corr ）Gratlons 　have　recently 　challenged 　to　develop　the“leaming　organizatlon ”
through　CU 　but　not 　easy 　to　accomplish 　it．

Espe じiatly　few　small 　and 　medium 　sized 　companies （SME ）have　challenged 　because　of　limited　resources ．　However，　RS　components

K ．K．　has　estab 】ished　a　unique 　CU 　namcd ‘
“RS　University”　and 　has　been　successful 　to　creating 　corporate 　cu ］ture　emphasis 　on 　learning．

This　case 　gives　suggestions 　not 　only 　to　practical　ones 　fbr　other 　SMEs 　but　also 　to 血 ture　research 　on 　
’‘learn．ing　organization

”
　and 　study

onCU ．

1．は じめ に

　企業の 人制育成 を体系化 し強化す る 手段 と して 「コ
ーポ レ

ー

トユ ニ バ ー
シ テ ィ 　（Corporate　University，以 下 ，　 CU ）」 が ，

大企 業を 中心 に 広 が っ て い る。しか し，ス ケール メ リ ッ トを活

か せ な い 中小 企業 の 例 は 非常 に少 ない 。

　 CU が 従 来 型 の 研 修 セ ン タ ーと 異 な る 重 要 な点 の
一

つ が，

CU を 基 盤 と し た 「学 習す る 企 業 文化 」 の 醸 成 に よ る 「学 習 す

る 組織」の 実 現 で ある 。 こ れ を 目指す 企 業は 多 い が ，実際 に 成

功 して い る 例 は 隈 ら れ て い る 。特 に，中 小 企業 は そ の よ うな 目

的 に 投 入 で きる 資源 が 少 な く，社 員 の 自己啓 発 支 援 に とど ま っ

て い る場 合 が 多い 。

　 とこ ろ が，英 国系商社で ある ア
ー

ル エ ス コ ン ポ
ーネ ン ッ 株式

会社 は，業務 活 動 全 般 を
晒
学 び

”
と捉 え，自律 的 学 習 を促 す ユ

ニ ーク な形態 の CU を 立 ち上 げ，費 用対 効 果 の 高 い 方 法 で 「学

習 す る 企 業文化 」の 醸成 に 成 功 して い る
ω ，，こ の よ うな 中小 企

業 の CU の 成功 例 は珍 しい が，そ の 特徴 で あ る 「あ らゆ る 業 務

活 動 を
／t
学 び

’
と捉 える 」や 「社 員 の 自律 的参 画 を促 す仕 組 み 」

は，他 の 企 業へ 適 用 可 能 な 示 唆 を多く含 ん で い る。

　 本研 究 で は，まず先 行 研 究 を レ ビ ュ
ーして 「学 習 す る 組 織 」

お よ び 「CU 」 の 概念 と 課 題 を整 理 す る 。 そ して ，中 小 企業 が

CU に よ り 「学 習 す る 企業 文 化 」 の 醸 成 に 成功 し て い る 希有 な

例 と し て 同社 の 取 り組 み を 詳 し く分析 し，CU を 活用 した 「学

習す る 組織」 の 新た な実現形態 に つ い て 考察す る 。

2 ．先 行 研 究 の レ ビュ
ー

2，1　 「学 習す る 組織 」 の概 念 整理

　「学 習す る組 織 〔Learning 　Organization）」 と い う概 念 は 日本

で も よ く聞 か れ る が ，「紲 織学 習 （Organizational　Learning）」

と混 同 さ れ る な ど，捉え方 は 瞹眛で ある 。 そ の た め，こ こ で は

まず概 念 整理 を行 うこ と とす る。

　 「学 習 す る 組 繊 」 の 概 念 を世 界 的 に 広 め た Senge （1990）は，

そ れ を「人 々 が 継続 的 に そ の 能力 を広 げ，望 む もの を創 造 した り，

新 し い 考 え方や よ り普遍 的 な 考 え方を育て た り，集 団の や る 気

を 出 した り，人 々 が 彑 い に 学 び あ うよ うな 場」と定義 して い る
「o。

　 しか し．Garvin （1993 ）は ，こ れ で は 抽 象 的 で 具 体 性 が 乏 し

く瞹 味だ と し て ，「学 習 す る 組 織 と は，知 識 を創 造，習 得 移

転す る ス キ ル を 有 し，既 存 の 行 動様 式 を新 しい 知識 や 洞察 を

反 映 しなが ら変 革 で きる 組 織 」 と定 義 した
tal。そ の 後，　 Garvin

（2001 ）は ，「学習 す る組織 とは，知識 を 創出 ・習得・解釈・伝達 ・

保 持 す る ス キル を持 ち，また 新 た な知 識 や 洞 察 を反 映 させ る よ

う意 図 的 に 行動 を修 正 して い くス キル を持 っ た組 織 で あ る 」と．

行 動 を修 正 す る ス キ ル を 重 視 し た 定義 に 変 更 し て い る
［3］
。
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　また，「学習 す る組 織」に 関連す る概 念 と して、Tichy （2002）

は 「教育す る 組織 〔Teaching　Organization）」の 重 要 ［生を指摘

して い る
［4亅。こ れ は，各 自が 個々 に 学ぶ だ けで な く，教えあう

こ とが 成 長 に つ なが る とい う考 え方 で あ り，例 えば トヨ タ 自動

車の 企業文化 な ど に 見 られ る ，、「教 育 す る 組 織 」 の 考 え は，広

義の 意味で の 「学 習 す る 組 繊」 に含 まれ る と もい え る。

　「学習す る 組織」は 理 想 的 な細．織形 態の
一

つ だ が，抽 象 的 で

具体 的 な実践 に つ い て 疑問視する声 も少 な くない 。こ の 「学習

す る 組 織 」 を実 践 す る 有 力 な形 態 の
一

つ とさ れ る の が ．コ
ー

ポ

レ ートユ ニ バ ーシ テ ィ で あ る
同 。

2 ．2 　コ
ー

ポ レ
ー

トユ ニ バーシテ ィ の概 念 と勤 向

　（1）CU の 定義 と 目的

　Meister （2002）に よ れば ，　 CU とは 「ビ ジ ネ ス ヒの ニ ー一ズ を

満た す教 育手段 す べ て を 統合
・
企 画

・
開発

・
実施 す る 戦 略 的 な

中核 機 関 」 と定 義 さ れ て い る
匚6「。また ．Meister は．ア メ リ カ

で の CU 設 立 目的 を．第 1 に IT 時代 を迎 えて 杜内人材 の ス キ

ル を継 続的 に 改 善す る 「知 識 陳腐 化へ の 対 応 」，第 2 に CU の

枠 組 み を ベ ース に した 「学 習 と戦 略 目標 の 整 合 （連携 ）」，第 3

は 優秀 な人 材の 注 目を集め て 離 職 させ ない ため の 「能力 開 発面

で の 良好 な 企 業イ メ
ー

ジ ⊥ 第 4 に CU 普及 の 初 期の 頃 か らあ

る 「リ
ー

ダ
ー

層 の 強化⊥ 第 5 に 部 門毎 に ば ら ば ら に 行 わ れ て

い た教育活動の 「全 教育漬動の 統合 （ブ ラ ン ド）化」と して い る 。

　 さ らに，各種 の 事例 か ら次 の 目的 を加 え る 必 要が あ る、，第 6

は．GE の 「GE 　Value」 や ヒ ュ
ー

レ ッ トパ ッ カ
ー

ド社 の 「HP

Way ⊥　トヨ タ 自動 車 の 「Tbyota 　Way 」 に代 表 され る 「企 業理

念 の 浸 透 ・定着 の 場」 と して の 位 置 づ け で あ る。

　第 7 の 目的は 「学習する 組織
’
を全社的に実現する （触媒 と し

て の ）役割」で あ る、、例 え ば Pabn 他 （20〔ゆ は，4 つ の 大企 業

の CU の 事例を基に．業務直結型学習 を可能に して 「学習する 組

織」を具現化 した もの と高 く評価 して い る
「71。また，H 本の場合は，

自律 的な キャ リア 形成支援 の 役割 を期待 す る特長 が み られ る
18］。

　（2）CU の 活 動分 野 と 「学 習 を促 進 す る 文化 」

　eu の 主 な活動分 野 は，各社 の 事例 か ら 「リ
ー

ダ
ー，マ ネジ ャ

ー

育成」 と 「プロ フ ェッ シ ョ ナ ル 育成 」に分 類 で きる
［9】，，最 近 で は

こ れ ら とキ ャ リア 形成支援 を連動させ る取 り組み も増え て い る 。

　ただ し，従来型 の 研修セ ン タ
ー

と の 区別 は必 ず し もは っ き り

し た と は い え な い 。

　CU の あり方 は 多様で あ るが，先 進 的 な CU の 大 きな特徴 と

い え る の が ，研 修活動 だ けで な く，経 営 理 念 ・企 業 DNA の 浸

透 を図 り，自社 の 戦 略 と 社 員の 白律 志 向の ベ ク トル をあ わ させ

て ，組織能力の 構築 を 目指 して い る 点 で あ る 。

　そ して t その 目標 達 成 に は 「学習 を促進する 企 業文化 （つ ま

り，
」’
学習 す る組 織

’
化 ）」 が重 要 な の で あ る。

　（3）CU の 動 向

　CU の 発祥 の 地 で あ る ア メ リ カ で は，　 GE ，　 IBM ，モ トロ
ー

ラ，ゼ ロ ッ クス ，イ ン テ ル ，ザ ・リ ッ ッ ・カール トン ・ホ テ ル ・

カ ン パ ニ
ー，キ ャ タ ピ ラ

ー，ボーイ ン グ な ど，ほ とん どの 業種

で 大 企業 を LII心 に 設立 され て い る。ア メ リ カ で は 増加 を続け て

お り，1995 年 に 約 400 機 関，2000 年 の 時 点 で 約 2000 機 関，

そ して 2010 年 に は 3700 機 関 以．ヒ とい う推 計 が あ る。欧 州 や

ア ジ ア で も同 様 に 増 え て お り，Global　Counci］of 　Corporate

Universitiesの 調査 に よ れ ば，世．界で 既 に約 4000 機 関 もあ る

とい う。

　 日 本 で も同 様の 傾 向に あ る。1990 年代 か ら ア メ リ カ の 先 進

企 業 の 動 向 を学ぶ 機 運 が高 ま り，そ の 糸 口 の
一

つ と して CU に

注 日が 集 ま っ た 。日本 で の CU 設 立 が 急 増 し た 第 1 次 ブ ーム

は 2000 年頃，第 2 次 ブ
ー

ム は 2006 年 頃 か ら始 ま っ て い る
ゆ 。

その 後 も，一
時 の ブ

ー
ム ほ ど で は な い が 増 え続 け て い る 。

　現 在で は，ト ヨ タ 自動車，日産 自動 車，富士 通．東芝，ソ ニ ー，

口本 IBM ，沖電気工 業，住友電気工 業，日東電工，ニ チ レイ，

旭 硝 子，損害 保 険 ジ ャ パ ン ．イオ ン ，ロ
ー

ソ ン，日本 マ ク ドナ

ル ド，資 生 堂，博 報 堂 な ど，多岐 に わ た る 業種 で 設 立 さ れ て い

る 。た だ し，導 入企 業 の 殆 ど は，ス ケ ール メ リ ッ トを活 かせ る

大企 業で あり，海外で も同様で あ る。

　 とこ ろ が ，中小 企 業で も独自の CU を立 ち上 げ，研修 の 体系

化 に とど ま らず，研 修以外 の 業 務活動 を も
“
学 び

”
と位置づ け，

社員の 自律 的 な学 び を促 し，「学習す る 組織」を実践 して い る

珍 しい 例 が あ る。そ れが．次 に 紹 介 す る ア
ー

ル エ ス コ ン ポーネ

ン ツ 社 の CU 「RS ユ ニ バ ーシ テ ィ 」 で あ る 、，

3 ，事例研 究 「RS ユ ニ バー
シ テ ィ 」

図 1CU の 活 動分 野 と
駈
学 習 す る組 織

’

3 ．1　 企 業概 要 と背 景

ア
ー

ノレエ ス コ ン ポーネン ッ株式会社 は，姻 El甑   mponents

社
（3）

の 100 ％ 出 資 の 日本 法 人 と して ，1999 年 3JJ に 営 業 を 開

始 し た 商社 で あ る （本社 は 横 浜 市，資 本 金 1 億 円，従 業 員 約

150 名 （2008 年 4 月 峙点））。 同社は ，日本 国 内の 企 業や大学．

官 公 庁 で 研 究 開 発，設 備 メ ン テ ナ ン ス に従 事 す る エ ン ジ ニ ア

を対象 に 工 業用 部品の 通 信 販売 サ
ービス を提供 して お り，約

75，000 点 の 商 品 を常 時 在 庫，即 日 出荷 ，小 ロ ッ ト対 応 とい う

画 期 的 な ビ ジ ネス モ デ ル を構 築 して い る。紙 カ タ ロ グ と e コ

マ
ー

ス 対応 の ウ ェ ブ サ イ ト 「RS オ ン ラ イ ン 」を 中心 と し た サ
ー

ビ ス や 情 報 提供 ．顧 客へ の フ ォ ロ
ー

を行 っ て い る。fgl

　 同 社 が CU と して 「RS ユ ニ バ ーシ テ ィ 」 を 2000 年 代 半 ば
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に導入 した背 景 には 次の よ うな要 因が あ っ た 。 まず，2000 年

代半ば の 時点で 日 本設立 後 ま だ 4 〜5 年 が 経 っ た に 過 ぎず，

社 員 は 全 て 中途採用 で 部 門 間 の コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン は不 足 が ち

で あ り，企 業 と して の 方針 ・価 値 観 の ベ ク トル あ わ せ もこ れ か

らの 毀 階 で あ っ た。

　 また，教 育 研修 は 部 門 ご と に 個 別 に 外 部機 関 な ど を利 用 して

行 わ れ て い て 全 社 的 に 把握 で き て い な い な ど，教育研 修体系は

まだ確立 されて い なか っ た 。 また，外資系企 業 とい うこ と もあ

り，社 員 は 各自で 英会 話 を受 講 して い た が ，そ の よ うな努力 を

支 援 す る 制度 もな か っ た，，

　
一方，同社 の 浜 本 宏社 長 （当 時 ） は．「社 員一人

一
人 が （自

律 的 な成 長 に よ り」 己 の マ
ーケ ッ トバ リ ュ

ーを高 め る 努 力 をす

べ きだ 」 とい うの が 持論 で あ り，同 社 の 行 動 指 針 の
…

つ と して ，

「継続 的成長」を掲 げて い た 。

　浜本社長は ，こ れ ら の 問題 を解決 し，各自が マ
ー

ケ ッ トバ

リ ュ
ーを高 め て 個 人 と会 社 が 継 続 的成 長 を実現 す る に は，単に

研修制 度 を整備す る だ けで な く，
‘’
学 ぶ 環境 ・

学ぶ 企 業文 化 を

社 内 に根 付 か せ る
”

こ とが 必 要 だ と考 え た の で あ る。そ して，

当 時 日本 で も大 企業 が 続々 と 設 立 して い た CU に 注 目 を した

の で あ る。た だ し，そ れ らの 多 くは 人事部 主 導で 豊 富 な 資金 を

投入 して 新た に研修所を設 立 す る な ど，大規模 な活動が 中心 で

あっ た。こ れ に 対 して ，同社は 費用 対効果 を考 えなが ら，独自

の ア プ ロ ー
チ と し て，社 員の 自主 的 な参加 を促 し，学 習 する 企

業文 化 の 推進 に 貢献す る CU の 仕 組 み 作 りを思 い つ い たの で あ

る。

　 具 体 的 に は，教 育研 修 体 系 を整備 す る だ けで な く．各種 の 教

育 研 修を 共 同で 受講 し た り，自主 的 に 社内講 師 を 務 め て 互 い が

学 び合う
’
場

t一
を提供す る こ とで ，学習 に よ る 個人 の 成長に加

え て 社 内 の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を高 め て ，企 業文化の 浸透 を期

待 した の で あ る。

　 こ の よ うに，同 社 0）行 動指 針 で あ る 「継 続 的 成長 」 の 文 化 を

作 る基 盤 と して，2004 年 か らの 試 行 期 間 を経 て ，2005 年 4 月

に 「RS ユ ニ バ ー
シ テ ィ 」 を 本格 的 に 発足 させ た の で あ る。

3．2　RS ユ ニ バーシ テ ィ発展の 経緯と実績

　RS ユ ニ バ ー
シ テ ィ は 2000 年 代 半 ば に 発 足 し て か ら，毎 年

各種 の 一L夫を加 え て 社員 の 自主 的 な参加 を促 しなが ら，次の よ

うに発 展 して きた。

　（1）基 本制度 と試行期間 （2004年 10月〜2005年 3 月 迄）

　RS ユ ニ バ ーシ テ ィ を発 足 させ る に あ た っ て ，最初 の 6 ヶ 月

間 （2004 年 10 月〜2005 年 3 月 ）は 試 行期 間 と した 。 こ の 頃，

大 企 業 を中 心 に 他 社 で は 大 規 模 な CU の 設 立 が 増 え て い た が ，

同社 は
t’
（コ ス トを それ ほ ど か けず ）身 の 丈 に あ っ た取 り組 み

”

とい う考 え に 基 づ い て 実施形 態 の 策定 を 行 っ た 。 な お，こ の

取 り組 み は，英 国 の 親 会 社 の もの を 円本法人 に 移 植 し た の で

は な く，全 て 日本法人 独 自の 取 り組 み と して 開始 さ れ た もの

で あ る、，

　RS ユ ニ バ ーシ テ ィ と は，社 員が 教 育研修 な ど 自己 の 成長 に

努 力 する 活動 を包 括的 に 支援す る た め の 教 育研 修 制 度 の 仮 称

で ある 。
こ れ は，会社 が提供する 研修 を社員が 受講す る と い

う
宀
受 け 身

”
の 学 臠 だ け で な く，社 員 が 自主 的 に 開講 して 自

ら講 師 を務 め る な ど 「社 員 同士 が 学 び あ うこ と を後押 しす る」

と 共 に，「社 員 の 自発 的 な 学 習 活 動 の 費 用 の 全 額 （又 は
一

部 ）

を会社が 負担す る 制度 を設 け る 」な ど，
“
自律的 な学習 の 促進

”

に 重 点 を お い て い る。な お ，事務局 は 人 事総 務部の 2 名が 担

当 し て い る。

　RS ユ ニ バ ー
シ テ ィ 発足 時 に，既 存の 社 内研修活動 に加 えて ，

社 外研 修 や 展 示 会 訪 問 な ど各種 活 動 を
’
講 座

”
と して 認 定 し，

半 年 間で 約 200 講座 を整備 した。講 座 は，「  RS を理解 す る，

  ス キ ル ア ッ プ，  ビ ジネス の 基 礎，  マ ネ ジ メ ン ト能力， 

ISO 関連，  セ ミ ナー・展 示 会 ・他社 見 学 参加，  そ の 他 の

全 社研 修   部 門別研 修」 とい う 8 分 野 に分 類 して い る。知識 ・

ス キ ル 習得の 研修 に 加えて ，展示会 ・他社見学な ど業務 の
一

環

と して の 活動な ど，多様な 内容 を講 座 と して 含め て い る の が 特

徴 で あ る。

　6 ヶ 月の 試 行期 間 の 結 果，社 員 の 半数以 上 が 取得 目標 の 30

単 位 を取 得 し，最 多単 位 取 得 は 111単 位 に達 す る な ど，当初

の 目的 を順 調 に 達成で きた 。終了 時に は，こ の 期間 の 優 秀 単．位

取 得者 達 に 同社 の 社内通 貨 「フ ラ ッ ペ （Frappe）」を支 給 して

表彰す る な ど，各自の 努力 を会社が 評 価 ・支援す る姿勢を示 し

た。

　 社 員か らは 「普段 あ ま り評価 の 対 象に な らな い よ うな 事柄に

つ い て 評価 して もら える。」「講 師 を して 多 くの 人 の 前で 話をす

る事 の 難 しさ を知 っ た。」 な ど，制 度 と して の 評 判 や学習 効 果

に つ い て
．
肯定 的 な 意 見が多 い こ とが 確 認 で きた の で ，2005 年

4 月 か ら 本格 導入 と な っ た。

　（2）2005年度の 実績

　本 格 導入 した初 年度 に あ た る 2005 年度 に は．社 員の 要望 に

こ た えて 新 た に 114 講 座 を 追加 し，同 年度末 に講 座 数は 約 300

に 達 して 1年 前 の 1．5 倍 に 増 えた。こ うし て 多 種多 様 な 講座 が

揃 い ，社 員 の ニ ーズ に
一

通 り対 応 で きる よ うに な っ た。社 員 は

そ れ ら を活 用 して 会 社 全体 の 仕 事 の 流 れ が把 握 しやす くな り．

業務 の 効率化 に 役立っ た 。

　2005 年度 の 単位 平 均取 得 数 は，社 員 が 65 ．9 単位，管 理 職 が

82，5 単位 と当初 目標 を超 え て お り，最多単位取得数 は 191 単

位 で あ っ た。講 座 に は，社 会 貢 献活動 や 書 籍購 読 も含まれ る よ

うに な っ た 。祉 会 貢 献 活 動 と して は，「富 士 山 ク リ
ーン 活 動 」

や 「小 学 生 へ の 工 作教 室」 な どユ ニ ークな もの を実 施 した。

　 こ の 年度の 特徴 と し て は，専門部署 の 社 員が 講師 と な っ て 他

の 社 員に知 識付 与 を行 う社 内 講 師 の 講座 登 録 数 の 増加や，ビ ジ

ネ ス ス キ ル 改 善だ けで な く，
‘夢
心 の 知 能指 vattと呼 ば れ る 「EQ

診 断」 の 講 座 を新 設 す る な ど，多面 的 な 講 座構成 を 進 め た。

　 さ らに，楽 しみ なが ら幅広 い 分野 の 講 座受 講 を推進 する 仕組

み と して 「ビ ン ゴ カ
ー

ド」制度 （詳細 は後述 ）を導入 す る と 共 に，

ビ ン ゴ 達成 時 に 社 内 通 貨 「フ ラ ッ ペ （Frappe）」（詳細 は 後述 ）

を支 給 す る とい っ た 独 自の ユ ニ ー
ク な制 度 を追加 した 。

　次年度の 改善 目標 と して は，受講 機 会 の 均 等 化 と参加 者 の 偏

りを 防 ぐ工 夫 や，社 員 の 意見 や 要望 の 汲 み 取 りに よ る社員主 導
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型 の 制度 へ の 移行強 化な ど をあげ て い た 。

　（3）2006年度の 実績

　本格 導入 の 2 年 H に あ た る 2006 年度 は，社 員が 講座 開設 を

提 案 して 1’jら講 師 をつ とめ る例 が 増 え た。例 え ば 環 境 規 制

「RoHS 指令」や 危険物商 品 の 管理 方法，輸 出規 制 に 関す る外

為法の 基 礎知識 な ど，約 6 講座 が 開催 され た。また ，2006 年

度 に 約 50 件の 講座 が 新設 され た 。 な お，各講座の 必 要性 につ

い て は毎年見直 しを して お り，講座 数の 合計 は前年度 と同様の

約 300 件 で あ っ た。

　2006 年度の 単位 平均 取得数は，社 員 が 56．6 単位，管理 職

が 89．2 単 位 と 当初 目標 を超 え て お り，最 多単 位 取 得 数 は 161

単 位 で あ っ た。

　次年度の 改善 目標 と して は，部 署 ご との 事情 に よ る 受 講 機 会

の 格差 の 解消，部門 また は 職制 ご とに対象者 を絞 っ て 入事制 度

に 適 合 させ た 教 育体 系 と講 座 の 確 立，独 自性 の 高 い 教育 プ ロ グ

ラ ム の 策定や 仕組 み づ く りの 模索 な ど をあ げ て い た 。

　（4）2007年度の 実績

　本格 導 入 の 3 年 目 に あ た る 2007 年 度 は，全 社 員対 象 の 共 通

講 座 を 29 講座 に増 や す な ど，社 内 の 人 材 育成 プロ グ ラ ム と し

て 定 着 した，、また，2007 年度 に は約 44 件 の 講 座 が 新設 され た n

前 年 度 同様 講座 の 見 直 しを行 っ て い る た め．講座 数 の 合 計 は

約 300 件で あ る 。

　2007 年度 の 単位平均取 得数は ，社．員が 52 ．2 単位，最 多単位

取 得数は 164 栄位で あ っ た 。

　 こ の 年度の 特徴は，専門 的な内容を増や し て 実践 的講座の 受

溝が 可 能に な っ た こ と，社外講師に よる 社 内 テ ク ニ カ ル 講習会

の 多数 開催 な どで あ っ た。ま た，「EQ 診 断 ＆ 自己 分 析 」，「ロ

ジカ ル シ ン キ ン グ」，「プ ロ ジ ェ ク ト管 理 」 な ど，役職者 別 に受

講 を明 確化 した講 座 を強 化 す る…方 で．業 務 以外 で も活 用 で き

る 「情 報 リテ ラ シ ーを高 め よ う〜E ・mail 編 」な ど幅 広 い 対 象

者 を想 定 した 講座 も開催 した 。

　次年度の 改善 目標 と して は，年 間 プ ロ グ ラ ム計画 の 充実 現

場 に あ わ せ た 開催頻度の 検討，旬 な プ ロ グ ラ ム や 祉会で 話題 と

な っ て い る 用 語 に 関す る 講座 の 追加，外 部講 師の 招 聘 な どをあ

げて い た。

　 （5） こ れ まで の 流 れ と 2008年 度 か らの 動 き

　2008 年 度 は 4 年 目 に入 り，RS ユ ニ バ ーシ テ ィ は
一

定 の 定

着 をみせ て い る。発 足 当初は，まずは 各部門 で 個 別 に行わ れ て

い た 教 育研 修 活動 を RS ユ ニ バ ー
シ テ ィ と い う教 育研 修 体系に

整理 し て 組 み 込 ん で い っ た 。さ ら に，セ ミ ナ
ー

の 参加，社会貢

献活動，書籍購読な ど，社員の 成 長 に つ なが る行動 を非常 に 幅

広 く含 め て，社 員 の 能動 的 で 自律 的 な 成長 を促 して きた、t

　今後 会 社 と して は ，基本 的 に は こ れ ま で に 以 上 に社員の 自

主 的 運営面 を強め た い と考 えて い る。一方 で ．2006 年頃 か ら

の 新 た な傾 向と して，自律 的 行動 の 支 援に加 えて ，会祉 の 戦 略

に 則 っ て 業務上 必要 な 入材 と習得すべ き学習 内容 を明確 に して

受 講 させ る 面 に も力 をい れ て い る。ま た，2007 年 3 月 に は マ

ネジ メ ン ト層 を対象 に した 人事考 課研 修 を 実施 す る な ど，マ ネ

「学習する 纖 」実践の た め の コ
ー
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ジ メ ン ト層 へ の 研修 を強 化 して い る。

　RS ユ ニ バ ー
シ テ ィ に つ い て の 大 きな 変動 要 因 と して は ，同

社 グル
ープ の グ ロ ーバ ル 戦略 との 関係が あげ られ る 。 同社 は

2000 年 代 半 ば まで は，外 資系 だ が独 立 性 を か な り持 っ て 経営

が行 われ て お り，杜風 も
“
日本 企 業

”
ら し い 会社 で あ っ k ，，し

か し，親会 社 で あ る英 国 Electrocomponents 社 の グ ル ープ戦

略 の 中 で の 位 置 づ け が 2006 年 か ら徐 々 に明 確 にな っ て きて い

る。その た め ，業務に お け る 英語 の 必 要性が 高まり，英語 教育

に も力 をい れ て い る。現 在，日本 法人 は ア ジ ア 太平 洋 地 域 の
・一

部 と位置づ け ら れ，人材育成面で の 地域内連携も徐 々 に 進め ら

れ て お り，RS ユ ニ バ ー
シ テ ィ に つ い て も新 た な展 開 が期 待 さ

れ る。

3，3　RS ユ ニ バーシ テ ィ の 特徴

　RS ユ ニ バ
ー

シ テ ィ に は，社 員 の 学 習 へ の モ チ ベ
ー

シ ョ ン を

維持 ・向一ヒさ せ て 「学 習 す る 企 業 文化 」 を定 着 さ せ る た め に，

同社独 自の 様 々 な ］：夫が な され て い る 。 次 に 主要 な点 につ い て

紹介す る。

　（1）単位 の 考 え方と運用 方法

　RS ユ ニ バ ーシ テ ィ で は，単位 制 度 を導 入 して い る。こ の 単

位 制 度 に よ り，社 員 は 当初 の 計 画 に あ わせ て どの ような分 野 に

どの 程度 の 自己投 資 を行 っ た かが 明 示 化 され，自分 の 状 況 を理

解する と同時に，次の 学 習 計画 が立 て や す くなる 。 ま た ，こ の

制度 を 通 し て，会社側 は 社員 の 努力 を 把握す る と共 に，支援 を

行うこ とが で きる よ うに な っ て い る，，

　前 述 の と お り，講座 は大 き く8 つ に 分類 さ れ て い る 。「 

RS を理 解 す る 」 は 自社 の 歴 史
・理 念 ・制 度 を 中心 と し た社 内

研 修，「  ス キ ル ア ッ プ 」 は 英 語 や IT ス キ ル か ら半 導体 や 輸

出取 引 とい っ た専 門 llltiまで，「  ビ ジ ネ ス の 基礎 」 は例 え ば

ロ ジ カ ル シ ン キ ン グ な ど，「  マ ネジ メ ン ト能力」 は 管理職 研

修 な ど，「  ISO 関連 」 は ISO 取 得 関 係，「  セ ミ ナー・展 示 会 ・

他社見 学参加」 は外部セ ミナ
ー

へ の 参加 な ど，さ ら に 「  そ の

他の 全 社研修」 と 「  部門別研修」が ある （図 2）。

参継
　　　　．一一 内．一．吊．

　　　　講 麿の 分類　　
『

  RS を理解する

  ス キル ァ ッ フ

  ビジネス の基礎　　　　　　　　　　1
・

鯲 脚 　　 ！

1飜露灣 響

　 　 　 　　 　 　 　 　 　 鳶 　 　 　　．
鳳   　 　 　 　 　 　 　 襲 躋

晦 縦 に錘 癖 敵 護 藷；−

1蒙糠 讖 婚
韓 釁〜騨 麟 触教 脅黍員淦歹 蕚

隰韈 韈1
…篝嘆 飾緲 蠍 灘 解 建雌 障

淡轡 轡獣 急 瓢

図 2RS ユ ニ バ ー
シ テ ィ の 講座分類 と基本的 な 仕組 み

〔4）

　 同祉 の 理 念 ・歴 史 の 理 解 や ビ ジ ネス 知 識 の 習得 な ど の 座 学 に

加えて ，セ ミ ナ
ー

や 他社見学，通信教育．祉会貢献 書籍購読

な ど業務 活 動 の
一部 や社 会 貢 献 活動 か ら 自己啓 発活 動 まで ，多

様 な活 動 を講 座 と認 定 して 単 位付 与 の 対 象 と し て い る、、セ ミ

ナ
ー

や 展 示 会の 参加，他祉 見学 な ど も単位 と し て 認 め た の は，
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外出の 多い 営業部 門の 社員 に 配慮 し た面もある 。 さ らに，社員

の 自主 的な講座 開講 を推奨 して い る。

　講 座 の 新 た な 申 請 ・承 認 や 単 位 数 の 設 定 は，各 部 門

で 代表 と して 選 ば れ た 社 員 達 と，八事 労 務 担 当 役 ．員 お よ

び RS ユ ニ バ ーシ テ ィ の 事 務 局 で 構 成 さ れ る 「教 育 委 員

会 」 で 決 定 して い る。社 員 か ら の 要 望 や 新 し い ア イ デ ァ

の 吸 い 上 げ な ど は，教 育委 員 会 を 通 し て 行 わ れ て い る。

単位は 基本的に 時間数で 計算 し て い る 。 1時間 1 単位 を基 本 と

し，終 日 の セ ミ ナ
ー参 加 の 場 合 は 1 日 8 単 位，半 日 で 4 単 位

が 付．与さ れ る。単位 を基 本 的 に 時 間数 で 計算 して い る の は，会

社 側 が努 力 度 や 難 易 度 だ け で 判 断す るの で は な く，あ くまで 社

員 の 自主性 を重 視 して 公平 な尺 度 と して 時 間数 を取 り上 げ て い

る の で あ 姦，また ，公 的 資格 の 取 得 や 通信 講座 の 修 了 な ど も，

おお よそ の 所 要 時 間 数 に あ わ せ て 単位 が 付 与 され る 。

　 RS ユ ニ バ
ー

シ テ ィ で は，ま だ社内業務 に は 無い 内容に つ い

て の 外部研 修 ・セ ミナ
ー

に 祉 員が 受講 した い 場合 は，申請 を出

して 許可 が 得 ら れ れ ば，受講費 を会社が 負担する こ と もμr能で

あ る。さ らに ，そ の 研修 等 は RS ユ ニ バ ー
シ テ ィ の 講 座 と して

登 録 さ れ ，他 の 社員 も受講 申 請が で きる よ うに な る。こ れ に よ

り．RS 　」一　一＝ バ ーシ テ ィ の プ ロ グ ラ ム の 充 実 に社 員 も参 画 で き

る よ うに な っ て い る 。

　 全社研 修の ほ とん ど は 社内講師が 担当 して お り，部 門研 修 な

ど は外部 の セ ミ ナ
ー
受講な ど も多い 。社内講 師 を務め る場合は，

他の 社員に 教え る た め に し っ か りと学習 し て お く必要が あり，

講義の た め に 準備時間が か か る ため，単位 が 2 倍付与 さ れ る。

こ れ は ，自分 か ら社 内講 師 を担 当す る イ ン セ ン テ ィ ブ に もな っ

て い る。

　単 位 取 得 の 実 績 は 人事 評価 に は特 に反 映 され ない 。こ れ は，

「自己 の 成 長 の た め に努 力 す る 人 材 は 結 果 的 に 成 果 を 出す は ず

で あ り，そ れ を 評価すれ ば 良い 」 と い う考 え 方に 基 づ い て い る

か らで ある 。

　 研 修 は，「必 須 」，「選 択 ⊥ 「自主 」，「自己 啓 発 」 に 分 類 さ れ

て い る。学 習時 間 は，会 社 の 必 修 研 修 や 業 務 と し て 上 司 が 認 め

た 受講 を除 い て は，業務 時 間外 と して 扱 うこ とに な っ て い る。

　学 習 に は 自主 性 を尊重 して い る が 会 社 と して は計 画 的 な学

習 が で き る よ う に，目標 設 定 と進 捗 管理 を行 っ て い る。年 度始

め の 4 月 に所属 上 長 と相 談 しなが ら．RS ユ ニ バ ー
シ テ ィ の プ

ロ グ ラ ム
ー一

覧表を基 に 自分 で 受講 プ ロ グ ラ ム を選択 し て 申請を

行う。年問 取得 目標 単位 数 と し て は，管理 専 門職 が 60 単位，

非管理職 が 30 単位 と して い る。

　 新 年 度 の RS ユ ニ バ ー
シ テ ィ を 4 月 に 開校 した 後，半 年 経 っ

た 9 月の 時点で 中間 レ ビ ュ
ーと し て 進捗状況の 確認 を行う。 ま

た，新 た に 必 要 と な っ た ス キ ル に あ わせ て プ ロ グ ラ ム の 追 加 も

行 う。そ し て 年 度 末 の 翌 年 3 月 に は，完 了状 況 に つ い て 所 属

上 長 と一
緒 に 最終 レ ビ ュ

ーを行い ，人事部に 報告 し て い る．

　 こ の よ うに，自主 的 な学 習 を重 ん じ る が ，単 位 制 度 と運 用 方

法の 工 夫 に よ り，計両 的 な 成長 へ の 努 力 を促 して い る。

（2） 学 習 意欲 向 上 の ため の ユ ニ ークな制 度

RS ユ ニ バ ー
シ テ ィ で は．社 員の 学習意欲向上 の た め に ユ ニ

ー

ク な制 度を導入 して い る、、

  社 内通 貨 「フ ラ ッ ペ （Frappe）」

　社 内通 貨 「フ ラ ッ ペ 」 の 制 度 は，RS ユ ニ バ ーシ テ ィ 設 立 前

か ら社内制度 と して 存在 して い た 。 こ れ は ，業務 な ど で 特 に成

果 を 出 した り部 門 問 で 助 け合 っ た りす る な ど，社内 の 様 々 な 場

面 で 報 奨金 的 な 目 的 で 利 用 さ れ て い た 。RS ユ ニ バ ー
シ テ ィ 導

入 に あ た り．学習意欲 向上 の ため の 支 援 策の
一

環 と して，こ の

制 度 を利 用す る こ と に し た の で あ る。前 述 の よ うに，RS ユ ニ

バ ーシ テ ィ 本格 導 入 前 の 半 年 の 試 行期 間修 了 後 に，特 に 努 力 し

た社 員 に対 して フ ラ ッ ペ が支給 され た 。

　社 内通貨 1 フ ラ ッ ペ は 1200 円相 当で ，中 に は 同社社 長 （当

時〉の 顔 写 真 が 入 っ て い る （図 3＞。

図 3 社内通 貨 「フ ラ ッ ペ （Frappe ）」
c5）

　なお ，こ れ とは 別に 2 フ ラ ッ ペ の 社内通貨 も用 意さ れ て お り，

英 国の 持 ち株会社 社長の 写真が掲載 され て い る。た だ し，今の

と こ ろ 社 内通 貨 は 旧 本 法 人の み の 制 度 で あ る。

　 フ ラ ッ
ペ の 使用 目的 は，「自分 を磨 くた め 」「健康促 進 」「社

内 コ ミ ュ ＝ ケーシ ョ ン 向上 」「寄 付 」 に設 定 され て い る。実 際

に経 費 が発 生 した 場 合，規定 の 精算 書 に記 入 した 上で フ ラ ッ ペ

と
一

緒 に 経 理 に 提 出 して 精算 を 行う。

　 フ ラ ッ ペ とは
”
か き氷

tt
を意味 して お り，1 ヶ 月使 わ な い ご

と に 100 「
「1ず つ 価 値 が 目 減 りす る （つ ま り

t／
か き氷

tt
が 溶 け

る イ メ
ージ）ル

ー
ル と なっ て い る （な お．2 フ ラ ッ ペ の 社 内通

貨 は毎月の 目減 りが 200 円ずつ ）。こ れ に よ り，社員が フ ラ ッ

ペ を取得 して もそ の ま ま引 き出 しに 入 れ た ま まで 忘 れ る の を1坊

ぎ，活 用促 進 を は か っ て い る。こ の ア イデ ア も同社社 長 の 発案

に よる もの で あ る。

　 こ の よ うに ，社内通貨 を作成 した だ け で な く，利 用 目的 の 明

確 化 と運 用 ル
ー

ル の 工 夫 に よ り，社 員 に 自己成 長 へ の 再 投 資 や

社内交流の 活発化 を後押 し して い る の で ある 。

　  「ビ ン ゴ カ
ー

ド」

　「ビ ン ゴ カ
ー

ド」 の 制 度 を導 入 し た の は 2006 年頃 か ら で あ

る 。RS ユ ニ バ ーシ テ ィ の 受 講 表 は 4x4 の ビ ン ゴ カ ード形 式

に な っ て お り，各マ ス に対象分 野 が書 か れ てい る （図 4）c 該

当分 野 を受 講 す る 度 に 1 マ ス ずつ 埋 め て い き，縦 横
・
斜め の 1

列 が完 了 す れ ば 1 ビ ン ゴ 達成 と な る。1 ビ ン ゴ達 成 毎 に 報 奨 金

と して 1 フ ラ ッ ペ が 付 与 され る 。

　マ ス ロ毎 に 分 野 を あ らか じ め 設 定す る こ と で，幅広 い 分 野 の

講座 受講 を 自然 に で きる よ うに して い る、、また，所 属 す る 職 種
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に よ っ て は受講 が 困 難 な分 野 が あ る の で ，1 回 だ け
晒
ワ イ ル ド

カ
ード

tt
を使 っ て 埋 め る こ とで 1 ビ ン ゴ 達成が で き る よ うに

して い る 。

図 4 ビ ン ゴ カ
ー

ド形式 の 受講 表
 

　 ビ ン ゴ カ
ー

ド制度導人 の 背景 には，次の よ うな理 由が あ っ た。

第
．一

に，RS ユ ニ バ ー
シ テ ィ の 枠組み を活用 して 社 員が 学 習 を

進 め て い く．ヒで，学 習 意欲持続 の た め に 何 ら か の
E’
楽 しみ

”
が

必 要で は ない か と考 えた 。 第二 に，自主的 な学 習 だ と 往々 に し

て 自分の 関 心 の 高い 分野に 偏 る の で ，学習分野 の 偏 りを抑えて

自然 と幅広 い 分 野 に 取り組 む よ うな 工 夫が 必 要だ と考 えた 。

　第 三 に，職種 ・
部門 ご とに単 位取得機会の ば ら つ きが あ る の

で ，取 得 単 位 の 数 だ けで 評 価 して フ ラ ッ ペ を支 給す る と不公 平

感が 出 か ね ない た め に，そ れ を是 正 す る 狙 い もあ っ た。例 えば．

オ ペ レ ーターや 営 業担 当 は社 内 研 修 受 講 の 機 会が 少 ない の で ，

単位取得 の 機会 が あ る程 度制 限 され る，、しか し，ビ ン ゴ 制 度 の

導入 に よ り，単位取 得 数が必 ず し も多 くな くて も フ ラ ッ ペ の 取

得 が 可 能 と な る た め，楽 しみ が増 え る の で あ る。

　第 四 に，年 間運用 に よ る 学 習 の 1．ISだ る み を回避 す る狙 い も

あっ た。試行期間 の 際 に，単位数だ けの 評価 だ と 年度 末 に行 う

た め に 途中で 中だ る み が 起 こ りが ち に なる こ とが わ か っ た 。ビ

ン ゴ 制度 を導入 す れ ば，途 中 で 1 ビ ン ゴ 達成す れ ば フ ラ ッ ペ

を獲得で きる の で ，日 頃の 学習努力が 年度末を待た ずに 評 価さ

れ る こ とに な る の で あ る、，

　 こ の よ うな考 えに 基 づ い て ビ ン ゴ制度 を導 入 した と こ ろ，社

内 で大 変 好評 で あ っ た の で 現在 も続けて い る 。なお，教 育研修

活動 の 中で 取 得 で きる フ ラ ッ ペ の 数 は，ビ ン ゴ の 達 成 数 を上 限

と し て い る。

　  ユ ニ
ー

ク な 自主 開発 講 座

　RS ユ ニ バ ー
シ テ ィ の 講 座 に は，座 学 の 研 修 か ら社 会 貢献 活

動 まで 様 々 な もの が あ る。特 に ユ ニ ー
ク なの が，社 員に よ る 自

主 開 発 講座 で あ る 。 そ の 中 の
・．一

つ に，「ツ
ール ・ド ・秋 葉 原 」

が あ る 、、

　 こ の 講 座 は，社 員の 電子 部 晶 へ の 知識 向上 の た め に．秋 葉原

内の 電気 部 品専 門店 をオ リエ ン テーシ ョ ン 形 式 で 巡 っ て 様 々 な

諜題 を解 決 し なが ら ゴー一
ル を 凵 指す体験学習で ある、、通 販専 門

の 同社 の 取 扱 商 品 と同様 の 商 品 を店頭 に 陳列 され た状 態 で 手 に

「学習する組織」実践 の ための コ ーボ レ
ー
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取 る こ と に よ り，商 品 を購 入 す る 消 費者 の 視 点 を理 解 し，新た

なサービ ス へ の ヒ ン トを探 る こ と 目的 と して い る 。

　第 1回 の 講 座 は 2005 年 11 月に 実施 した。12 名が 4名 1チ
ー

ム に 分 か れ て ，指 定 さ れ た 電気 部 吊 専 門 店 （計 8 店 ） を 巡 り，

事 前 に 手 渡 され た質問や 課題 を回答 した 。 課題 に 答える に は 店

舗 で 販 売 され て い る商 晶 の 価格や 型 番 を調べ な けれ ば なら ず，

消 費 者 が商 品 を購 入 す る 時 と同 じ条 件 を設定 して ，消 費 者 の 購

買 心理 を 疑 似体 験 で きる よ うに した の で あ る．こ の よ うな休験

学 習 型 の 自主 講座 は 毎年 開催 して い るわ けで はな い が．プ ロ グ

ラ ム と し て 継続 して い る 。

　こ の よ うに，楽 しみ な が ら自然 と学 習 が行 える工 夫 を毎年進

化 させ て 取 り組 ん で い る の で あ る 。

3 ．4 　こ れ まで の 成果 と今後の 方針

　 （1）こ れ まで の 成果 と継続的な 改善 へ の 取 り組み

　RS ユ ニ バ ー
シ テ ィ を運 営 して 4 年 目 に な り，全 社 的 に 定着

して い る 。講座 内 容 の 見直 し を毎年行い な が ら，300 講 座 を 維

持 して い る。こ れ らは．単な る 研修だ けで な くセ ミナ
ー
受講か

ら他 社 見学 まで ，「業務 の あ ら ゆ る 活動が
”
学 び

tt

」 と位 置づ け

られ て お り，そ の 考 えの 浸 透 に 役 立 っ て い る。こ れ ら の 多種多

様 な
tt
学 習 機 会

’
に よ り，社 員 は単 な る 知識習得だ けで な く．

会社全 体の 仕 事 の 流 れ を 自主 的 に 把 握 し て 業務 の 効 率化 に 役立

て る な ど，業 務 直 結型 の 学 習 活動 と して 大 きな成 果 を上 げて い

る 。

　 また，単位制度の 導入 に よ り，研 fr蔘受講 だけ で な く業 務 全 般

を通 じて どの よ うな 分野 に ど の 程 度 の 自己投 資 を行 っ た か が 可

視化 で きる よ うに な っ た 。 そ の た め ，社 員 と．H司が 進捗 状 況 を

確 認 しなが ら次の 学習計画 を練 る よ うに な り，社員 の 自律的 成

長 と会社 の 人材 育 成 戦 略 の ベ ク トル あ わ せ を 行 っ て い る 。

一
方

で，会社 側 の 意向だ けで な く，社内の 各部門 の代表者 と 人事部

門で 構 成 され る 「教 育 委員会」に よ り，社 員の ニ
ーズ の 吸い 上

げ に も配 慮 して い る、

　 さら に，「ビ ン ゴ カード」や 「フ ラ ッ ペ 」な ど独自の ユ ニ
ー

ク な 制 度 で モ チ ベ ーシ ョ ン の 維 持 に 配 慮 す る と共 に．社 員 に

よ る 講 座 の 自主 開 発 の 継 続 や 社 内 講 師 の 活 発 化 な ど，Tichy

（2002 ）の 「教 育 す る 組 繊 」を 制度 面で も後 押 して い る 。こ れは ，

最 近，企 業で よ く問 題 視 さ れ る 社員 間 の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 不

足 を補 い ，社内の ソ
ー

シ ャ ル キ ャ ピタ ル の 構築に も役立 っ て い

る。

　 こ の よ うに，RS ユ ニ バ ー
シ テ ィ とい う CU を基盤 と して ，

学 習す る企 業 文 化 の 浸 透 が大 い に 進 ん で い る。

　 しか し．同社 は 「定 着 は 同時 に 陳 腐 化 に つ な が る 」 と し て，

次 の よ う な改 善 策 を練 っ て い る。

　  受 講率 の 向 上 と受 講 者 の 偏 りの 是正

　既 に 4 年 目 に 入 り，社 員 の 多 くが 受 講 す べ き講 座 を か な り

受講 し て
一
段落 した こ ともあり，平均受講率は 横 ば い 傾 向に あ

る。そ の ため，受 講 率 向上 の 挺 子 入 れ 策 を検 討 して い る。

　 また ，受講意欲向上 の ．工 夫は 行 っ て い る が ，受講熱心 な 人 と

そ うで な い 人 の 差 は あ り，後者へ の さ ら な る対 策 も練 っ て い る。
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　  受 講機 会 の 均 等 化，受講 の しやす さの 改善

　受講 機会 は職種 や 職 位 に よ っ て ば らつ きが あ り，時 間的 ・物

理 的 な問 題 で もあ る の で ，そ の 解 消に つ い て 継続 的 に工 夫 を続

けて い る。

　な お，時 間的 な面 で の 受講 の しやす さ は，幾つ か の 改善を行 っ

て い る 。 例 えば　コ
ー

ル セ ン タ
ー

は 就業時間内で の 研修受講が

難 し い た め ，夕方以 降 の 開催 を行うよ うに した 。また，必須 研

修 は，就業研 修中 と時問 外 と必 ず 2 回 開催する よ う取 り組 ん

で い る 。 な お ，必須研修 は 1 〜2 時間の もの が 多く，2 回開催

で も講師 ・運 営側 の 負担は 許容範囲 とな っ て い る。

　  社員主導型 制度へ の 移行

　RS ユ ニ バ ー
シ テ ィ の 事 務 局 は，発 足 当初 か ら人事 総 務 部 が

担 っ て きたが，今後は 事務局の 役割は講 座 案内 な どに 絞 っ て い

き，社 員主導型 制 度 へ の 移行 を検 討 して い る。また，社 内講 師

に よる 講座 の 拡 充 を さ らに推 し進 め た い と考 え て い る。

　社 内講 師 は，最 近 で は次 の よ うに も活用 して い る、、従 来 は，

顧 客 向 け に展 開す る新 しい サービ ス は社 内向 け に説 明会 を開催

して 終わ っ て い た。しか し，全社員 が理 解 す べ き内容 で あ れ ば，

そ の サ ービ ス 担 当者 が 社 内講 師 と な っ て RS ユ ニ バ ーシ テ ィ の

講 座 と して 行 えば，受講の 動機づ け と理解向上 が は か られ る例

が 増えて きた。現在．こ の よ うな 例は 年間 10 件程度 だが，今

後 は 拡 充 して い きた い と考え て い る。

　  独創性の 強化

　 ビ ン ゴ制 度 な ど新 し い ア イ デ ア や 独 創 的 な制 度 は，教 育 委 員

会 で 議論する こ とに な っ て い る。以前 は教 育委員会 を毎月開催

して い たが，RS ユ ニ バ ー
シ テ ィ が一一．t定 の 成 果 をあ げ た こ と も

あ り，最 近 で は 開催 回 数が 減 っ て い る。その た め ，独 創性 の 強

化 と い う観 点 か ら教 育 委員 会 の 活性 化 を進 め る 予 定で あ る 。

　 こ の よ うに．成功 に安住 せ ず に 継 続 的 な改善 を進 め て い る の

は，ま さ に 「学 習 す る 組織」 を実践 とい える。

　 こ れ まで 紹介 し て きた RS ユ ニ バ ー
シ テ ィ は 日本法 人 の 独自

の 取 り組 み で あ っ た が ，同 社 グ ル
ープの グ ロ

ーバ ル 戦 略 との 連

携 とい う新 たな段 階 を迎 え て い る，，

　（2）CU の 新 しい 段 階 ： グ ロ ーバ ル 戦 略 との 連 携

　 同社 は 外 資 系 で あ る が，冂本法 人 と して 発 足 後 は あ る 程 度

独 立性 を保 っ た経営 を行 っ て い た 、しか し，近年 で は 英国 の

親 会社 が グ ル ープ企 業 全体 の グ ロ
ーバ ル 戦 略 を強 化 して お り．

2006 年 頃か ら 日 本法人 もそ の 中で の 位置づ けが 明確 に な っ て

きた。日本 法 人 は ア ジ ア 太平 洋 の 地域 グ ル
ー

プ に 属 し て お り，

同地 域 グ ル ープ 本 部 は シ ン ガ ポ ール に あ る。2008 年 か らは ，

同地 域の 人 事部門 の 統括者や 地 域 の ト レ
ー

ニ ン グ分 野 の 責任者

で あ る ト レ
ー

ニ ン グ マ ネー
ジ ャ

ー
を 香港 に 設 置 し て い る 。ま た ，

地 域 内の 人 事 交 流 を 開始 して い る 。こ の よ うに 地域 戦 略 の 体 制

整備 を行い ，人 材育成面で も地域 金体 と して の 対応 を準 備 して

い る。

　現 在，ア ジ ア 太平 洋地 域 全体 と して ，  人 材開発 ・訓練 ， 

効果 的 な パ フ t 一マ ン ス マ ネ ジ メ ン ト，  パ フ ォ ーマ ン ス 向上

の ため の 魅力 的 な リワードと レ コ グニ シ ョ ン文化の あ り方な ど

を検討 し て い る 。 そ の た め ，日本の 人材育成 に つ い て も地域戦

略 と連携 させ た 形 で の 推進 が 必 要 な 時期 に きて い る。

　 こ の ため ，日本法人独 自の CU で ある RS ユ ニ バ ー
シ テ ィ の

グ ロ
ーバ ル 展開方法 を長期的 な課題 と して 検討 して お り，新 し

い 段階 を迎 えて い る とい え る。

4．教訓 と展望

　 こ れ まで 見て きた よ うに，外資系中小企 業で あ る ［司社 に よる ，

CU を通 じた学習 す る企 業文 化 の 醸 成 と 「学習す る組織」 の 実

践 を詳 細 に 考 察 した c，

　 こ の 事例 か ら，学 習 する 組 織 論 と CU 論 の 実 践 及 び研 究 の 視

点，さ らに今後 の 企業文 化 論 を考 える上 で も，幾 つ かの 示 唆 を

得 る こ と が で きる。

　 第
一

は，比 較 的 抽 象論 に陥 りが ち で あ っ た 学 習 す る組 織 論 を

具体化 す る．Eで 重 要 な点 を明 らか に して い る 。 本 事例 で は．経

営 トッ プ が 強 い リ
ー

ダ
ー

シ ッ プ で 後押 し，業務全般 を学習 活動

に 位 置 づ け る こ と で 業務 と 学 習 を 連動 す る コ ン セ プ ト を構築

し．さ ら に各種 の ユ ニ
ー

ク な制度で 自律的 学習 を推進 させ ，「学

習す る組織」実践 の 道筋をつ けて い る。さ らに，近年は 成功 を

収 め て 定着 して きたが ゆ え に 活 動 が 伸 び悩 み 始 め た た め ．運 営

方法で きめ 細か い 改善策を練 る と共 に，祉員主 導型 へ の 移行 を

進 め る な どの 対 策 に 取 り組 ん で い る。こ れ は，Garvin （2001）

が 指 摘 す る ，「学 習 す る 組 織 」 が必 要 とす る 継 続 的 な改 善 を実

際に 目に見 え る形 で 行 っ て い る。

　 第 二 は，こ れ まで の 大 企 業 中心 の CU 論 とは大 き く異 な る，

新 しい CU モ デ ル の あ り方 の 提 示 で あ る。
．
前述 の 通 り，欧 米 の

み な らず ，H本 の CU は 殆 ど が 大 企 業 の もの で あ る。これ らの

多 くは，立 派 な 研 修施 設 をつ く っ た り． e ラーニ ン グ等 の 工T

シ ス テ ム を構 築 した りと大 規模 投 資 を行 う場 合 が多 か っ た 。ま

た，CU の 運 営 は 会社 主 導型 で，研修 を 中 心 と した 制 度 で あ る、，

　 こ れ に対 して ，本事例 は，外資系 中小 企 業が ，研 修施 設 や

IT シ ス テ ム な ど人規模投資 を新 た に行 わ ず に，「ビ ン ゴ カ
ー

ド」

や 「社 内 逓貨 」 お よび 社 員 に よ る 自主 講座 の 開 設 な ど，ユ ニ
ー

ク な制 度 を考案 して 組 み あ わせ て 提供する こ とで ．社員の 自律

的学 習 とモ チ ベ ー
シ ョ ン 向上 に 成功 し て い る。ま た，CU の 運

営 は 会 社 が事 務 局 を担 当 して い るが．社 員 の 代 表 に 教 育 委員 会

に 参加 させ る こ とで ニ
ーズ を吸 い 上 げ る と 共 に．今後 は ます ま

す社 員 主導 型 に 移行 し よ うと して い る 。こ の よ うな制 度 設計
・

運営 を 中心 と した CU の た め ，実 際 の 投 資 は か な り抑 え られて

い る が 業務改 善 に役立 っ て お り，費用 対 効 果 は 極 め て 高 い モ デ

ル と い え る。また，同社 の ユ ニ
ー

ク な取 り組 み の 殆 どは，や る

気 さえ あれ ば ，あ ま り業 種 を開 わ ず他 の 中小企 業 に 容易 に移 植

で きる 可 能 性 が 高 い とい う面 で も非 常 に 実 践性 の 高 い 珍 しい 例

と い え る。

　 さ らに，本事例 は，企 業 グ ル ープ と して の CU モ デ ル の あ り

方 に つ い て も新 しい 視点 を提供 し て い る。一
般的な CU モ デ ル
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は，親会社が CU モ デ ル を開発 して 自社 で 実践 し，それ をグ ル
ー

プ全 体 に も広 げ る こ とで 全 体 最 適 をは か っ て い た、、と こ ろ が，

本事例 の 場合 は，グル
ープ会社 の

一
つ に過ぎない 日本法人が優

れ た CU モ デ ル の 開 発に 成功 し た こ と に よ り．　 CU モ デ ル を持

た ない 英 国本 社 や グ ル
ープ全体 に グ ロ

ーバ ル に展 開す る 可 能性

が 生 まれ て い る。こ れ は，社員の 白主性 を重視 し て 運営 して き

た こ の CU モ デ ル の 柔 軟 性 と拡 張性 を示 して お り，企 業 グ ル
ー

プ に よ る CU モ デ ル の 新 しい あ り方 を考 え る 上 で ，新 し い パ ラ

ダ イム を示 唆 して い る。

　た だ し，本 事例 の よ う に 社 員 に 軸足 をお い た 中小 企業 の CU

モ デ ル が，企 業 グ ル ープ全 体 に どの よ うに 適 応 し うる か は，新

た な研 究テーマ と い える。

　第三 は ，CU を
一

種 の 触媒に 企業文化 の 変革 を推 し進 め る と

い う，企業文化論 の 新 し い 方 向性 で あ る 。従 来，企業 文 化 の 変

革 に お い て は ，外 的 環 境 の 激 変 を契機 と した 強力 な経 営 リ
ー

ダー
シ ッ プ の 発現や 組織構造 の 変化 な どが 議 論 の 中心 で あ っ

た。と こ ろ が．本 事例 で は ，経 営 ト ッ プ が 後 押 し して い る と

い う点 はある が，CU とい う枠組 み に よ っ て 「学 習 す る企業 文

化 」 の 醸成 に 成 功 して 企 業文化の 変革 に取 り組ん で い る 非常に

ユ ニ
ー

ク な例 で あ る。また．「自主 的 に 学習 に 取 り組 む 社 員 は

自然 と成 果 発 現 が な され る 」 とい う基 本的考え を大事 に し て，

CU の 受講 状 況 を人 事 評価 と連 動 せず に，あ くま で 社貝個々 人

の 自律性を重視 す る とい う姿勢 が一貫 して い る。こ れ も，目先

の 利 を 追 わ ず に 企 業文 化 の 変革 に つ なが る とい う面 で 大きな意

味 を持 っ て い る。「学習 」を軸 に した企 業文 化 の 変 革は，研究テ
ー

マ と して ますます可 能性 は広 が っ て 行 くで あ ろ う。

　本論 文で み て きた．中小 企 業 に よ る 「学 習 す る組 織 」 を CU

モ デ ル で 実践する RS ユ ニ バ ーシ テ ィの 今後 の 展 開 は，他 社 に

実践 的 な知見を提供する だ けで な く，研究上 の 発展 に も様 々 な

新 し い 示 唆 を与 え る と思 わ れ る。

　
一

方で ，本 研究 の 課題 と し て は，事例研究を基 に した 萩 しい

学 習す る組織 論 や CU 論の 水平展開の 可 能性は 高い が ，実証 は

む しろ こ れ か らで あ る、、また．大企 業の CU の 取 り組み との 外

観 的 な比 較
．
は 行 っ たが，CU は各社 毎に さま ざ まな ア プ ロ ー

チ

が あ り，よ り具 体 的 な比 較 研 究 に よ る共 通 性 と異 質性の 整 理 と

分 析 が 必 要 で あ る。

　今後．地 道 な 事例 研 究 の 積 み 重 ね を基 に，学 習 す る組 織 と

CU の あり方に つ い て考察を深 め てい きた い と 考 えてい る 。

「学習する組織1実践の ため の コ
ー

ポ レ
ー

トユ ニ バ ー
シテ ィ　 67

注

（1）本 事例 は．同社 の ご担 当者 に 御協 力頂 い た イ ン タ ビ ュ
ー

の 結果

　お よ び提 供資料 に 加 えて ，各種 の 公開 資料 （ウ ェ ブ サ イ ト等 を含

　む ）や 文献等 を基 に 作成 した もの で あ り，文責 は筆 者 に ある。な

　 お，イ ン タ ビ ュ
ー

に基 づ く内容 は，イ ン タビュー・を実施 した 2008

　 年 10 月時点の 情報で あ る 。

（2）1961 年に 設立 さ れ た 日立 総合計研 究所の よ うに，早 い 時 期 か ら

　 CU を設 立 した例 もご く
一

部 ある 。
（3）親会社 に あた る Electrocomponents 社 は，創業 1937 年 の 英国 の

　．卜場会杜で，現 地法 人 27 力国，販 売地域 160 ヵ 所、従 業員数 5，800

　 八，売 ヒ高約 2ρ00億 円の グ ロ ーバ ル企 業で ある．
（4）http：〃www ．rs 』components ．jp！cDmpany 〆aet ・ivity．−university ．html

　 及 び イ ン タ ビ ュ
ー

を基 に作成。

（5）http：〃www ．rs −components ．jp！cornpany ／activityLuniversity ．html

（6）同社提供資料 c
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